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Abstract: Water environmental education plays an important part in sustainable development. Currently, many 

universities have begun to focus on environmental education for graduate and under graduate students. We focused on 

water environmental education for under graduate students of university.

Keyword : Water Environmental Education , University Students, Education for Sustainable Development (ESD)

1.環 境 教 育 の 対 象(児 童 ・生 徒 か ら社 会 人 ま で)

NPO、 地方公 共 団体 、小 学校 ～ 高等 学校 、大 学 な ど様 々

な団体 ・個 人 が環境 教 育 の主体 とな って活 躍 して お り、 日

本 で環 境教 育 に関す る活動 を して い る団体 と して 、 日本 環

境 教育 学会 、 日本 エネ ル ギー ・環境 教 育学 会 、福 岡県環 境

教 育学 会 、 日本 環境 教 育 フォー ラム な どが挙 げ られ る。 環

境教 育1),2)β),4)の対象 は 、児童 ・生 徒 か ら社 会人 ま で幅広 い。

児童 ・生徒 へ の環境 教 育 では 、例 え ば、 山や川 で の 自然 観

察 や カ ヌ ー な ど の 体 験 型 学 習 や 屋 内 で の プ ロ ジ ェ ク ト

WETア クテ ィ ビテ ィ な どが 挙 げ られ る。 高等 学 校 対 象 の

環境 教 育 では 、廃棄 物 の有 効利 用 な どに 関す る実験 実習 や

COD測 定 とい ったやや 高度 な内容 の もの も実施 され る5)・6)。

また、社 会人 に対す る環境 教 育で は、社 内報 に よる啓 発 や、

セ ミナ ー に よ る 自社CSR報 告 書 の説 明 、 ワー クシ ョップ に

よ る 自社製 品等 の 具体 的事 例研 究 な どが行 われ て い る。 大

学 生 は社会 人 にな る前 の学 習期 間 で あ るた め 、環境 教 育 を

受 け るに は重 要 な時 期 と言 える。

2006年 に開催 され た ヨハ ネ ス ブル グサ ミ ッ トで は、ESD

(「持続 可能 な 開発 のた めの教 育(EducationforSustainable

Development)」)に お ける高 等教 育機 関 の果 す役 割 の重 要性

が 指摘 され て い る。 この 会議 で は、 日本 政府 が 「国連ESD

の10年 」 を提 案 し、第57回 国連 総会 にて決 定 され てい る。

この成果 に関連 して 、環境省 は、「持続 可能 な ア ジア に向 け

た 大 学 にお け る環 境 人材 育 成 ビジ ョン」(環 境 人 材 育成 ビ

ジ ョン)を と りま とめた。 ここで 、環境 人材 とは 、あ らゆ

る分野(業 界 、職種 等)で 企業 活動 等 の経 済社 会 シス テ ム

の グ リー ン化 に取 り組 む 人材 と定 義 され てい る。環 境省 は 、

持 続 可能 な アジ アの実 現 のた め には 、 あ らゆる業 界 ・職 種

で、企 業活 動等 の 経済社 会 シ ステ ム の グ リー ン化 に取 り組

む 「環 境人 材 」 あるい は 、企業 等 にお い て、温 暖化 対 策 、

希 少資 源 の枯 渇、 国際 的 な環境 規 制等 といっ た環境 面 で の

リス クに対応 可 能 な環境 人材 が求 め られ てい る と して い る。

こ こで、大 学 は幅広 い教養 と専 門性 を習得 させ る場 で あ り、

卒 業後 の職 業や 仕 事 の方 向性 に大 き な影 響 を与 え るこ とか

ら、環 境人材 育 成 の 中心 的機 能 を果 た し うる としてい る。

環境省 は、環 境人材 育 成 のた めの(1)大 学 ・大学 院 にお け

るモ デ ル プ ロ グラ ム の 開発 、(2)産 学 官 民 連 携 に よ る コ ン

ソー シア ムの構 築 、(3)ア ジア の大学 院ネ ッ トワー クの構築

に取組 ん でお り、 平成20年 度 「環境 人材 育 成 のた めの 大学

教 育 プ ログ ラム 開発事 業 」で は 、茨城 大学 、東 京 大学 、慶

慮 義塾 大学(湘 南藤 沢 キャ ンパ ス)、 信 州 大学 、 中部大 学、

高 知大 学 、平成21年 度 は、岩 手大 学 、東 北大学 、 上智大 学 、

滋 賀県 立 大学 、大 阪府 立大 学 を選 定 した。 例 え ば、茨城 大

学 の教 育 プ ログ ラム は、大 学院 全4研 究科 の修 士課 程 学生

を対象 とす る もので 、理 工学研 究 科都 市 シス テ ム工学 専攻

が設置 す る 「サ ステイ ナ ビ リテ ィ学 コー ス 」、お よび各研 究

科(人 文 科学 、教 育学 、理 工学 、農 学)が 設置 す る 「サ ステ

イ ナ ビ リテ ィ学 プ ログ ラム」 に よっ て構成 され て い る。基

盤 科 目、演習 科 目、専 門科 目の3つ の科 目群 に分類 してい る

なか で、 「演習科 目」で は、 意欲 ・ス キル ・国際性 を養 うた

近畿大学産業理工学部生物環境化学科准教授



近畿大学産業理工学部かやのも り17(2012)

めに フ ァシ リテー シ ョン能 力 開発 演習 や 、地元(大 洗 町)

のほか 、 タイ な どの海 外 を フィール ドと した 国内 ・国 際実

践教 育 演習 を実施 してい る。

一方
、 日本 学 術会 議 で は 「学 校教 育 を 中心 とした環境 教

育 の充 実 に向 けて」と題 して 下記 の7つ の提 言 を平成20年 度

にま とめて い る。

(1)全 国 すべ ての児 童 、生徒 、学 生 に対 して、学校教 育 は 自

然 の驚 異や環 境 の大切 さ、景観 の美 しさを感 じる心 を養 い、

併せ て 人 間 と環 境 の適 切 な関係 に つい て学 ぶ こ とので き る

機会 を提 供す るべ きで あ る。

(2)学 校 教育 のな かで教 科横 断 的な領 域 と して 「環境 教育 」

を位 置 付 け、環 境学 習 の ため の単元 づ く りや各 教科 との連

携 を企 画 ・構 想 で き る コー デ ィネ ー ター としての環 境教 育

専任 教員 を配 置 す るべ きで ある。

(3)す べ て の教 員養 成課 程 受講者 に対 して環境 教 育(自 然 体

験 を含 む)を 義務 付 け るべ きで あ る。

(4)こ れ か らの教 職 大 学院 や 現職 教 員 の免 許 更 新 に お いて

も、環境 教 育 関連 の履修 コー ス を増 強 し、 必修 とす るべ き

で あ る。

(5)わ が 国 のす べ て の大学 ・大学 院 は 「環境 」 に 関す る広汎

な教 育研 究 に 、専攻 分 野 の違 い を越 えて取 り組 むべ きで あ

り、そ の成果 は学生 に対す る一般 的 な 「環境 教 育」 と して、

また教員 養成 課程 にあた って は、「環 境教 育 」担 当能 力 の育

成 を通 じて社 会化 す るべ きで あ る。

(6)大 学 に は環 境 を幅広 く捉 え、全般 的 に研 究 ・教 育す る各

分 野 の専 門研 究 者 を配 置す るこ と と し、全 て の学生 が環 境

に関す る基礎 知 識 を得 るよ う、教養 教 育 を充実 させ る とと

もに、 大学 の地 域 に対 す る貢献 活動 を推 進 させ るべ きで あ

る。

(7)児 童 、生 徒 、学生 、成 人各 々にふ さわ しく有効 な環境 体

験 の多 様 な場所 ・施 設 ・環境 を全 国各地 に確 保 す るべ きで

ある。

(5)に記述 され て い るよ うに、 大学 にお け る環 境教 育 の重

要性 を示 して い る。 環境 省 の ま とめた第4次 環 境基 本 計画

におい て も、地 域 を は じめ様 々な場 にお け る多様 な主 体 に

よ る行 動 と参画 ・協働 の推 進 を謳 って お り、環 境 関連 の活

動 を して い るNPOな どの 団体 が これ まで よ りも、活 躍 しや

す くな るこ とが期待 され てい る。環 境 教育 に おい て は、座

学 に よ る専 門知 識 の教授 だ けでは な く、体 験型 学習 も重 要

で あ るた め、 ざま ざまな 主体 の 「協働 」 に よる環境 教 育 に

期待 したい。

2.環 境教育の実践

近畿大学産業理工学部でも、人間形成科 目のなかで 「環

境学入門」、「環境と化学」、「環境と生物」などの環境に関

連した講義が開講されてお り、座学での環境教育が取 り入

れられているといえる。しかし、ここでは演習や課外にお

ける取組に焦点を当てたい。大学は研究機関であると同時

に高等教育機関であるため、学生は専門的な知識を有し、

学士の称号を授与される。 しかし、地域の在来生物に関す

る知識などの自然環境に関する単純な知識を教授する場は

希薄である。そこで、おもに課外活動を通じて自然環境を

学習する体験型環境教育を実施 した。特に、産業理工学部

生物環境化学科および産業技術研究科物質工学専攻では、

公害防止管理者(水 質)に 関連した講義や、環境計量士に

関連した講義も開講されており、それらの資格に挑戦する

学生が複数いるため、水環境に関連 した体験型水環境教育

は、自然環境に関する経験と大学で得る環境技術の知識 と

を結びっける上で有効であると思われる。この取組では、

地域の児童生徒への水環境教育を実施するための技能とし

てプロジェクトWETエ デュケーター講習を実施し、自然環

境や環境問題、自然環境の持続可能な利用について直接学

習する機会を与えることで、大学生に対する水環境教育に

ついて検討した。

2.1.環 境 ボ ラ ン テ ィ ア 育 成 の た め の プ ロ ジ ェク トWET

エ デ ュ ケ ー タ ー 講 習 会

世界 的 に使 われ て い る環 境教 育 手法 のひ とつで あ るプ ロ

ジ ェク トWETは 水環境 に特化 した 「遊び を交 え た環境 教育

手 法」 と して ア メ リカで 開発 され 、世 界各 国 に広 ま った。

日本 にお いて は(財)河 川 環境 管 理財 団 が資格 認 定 を行 っ

てお り、筆 者 らは、 中学校 との連携 や 外部 展示 会 にお け る

環 境 教 育 の成 果 報 告 な どにお い て プ ロ ジ ェ ク トWETに よ

る環 境 教 育 を実施 して きた 。 日本 で は プ ロジ ェ ク トWET

は 「環 境 の保全 の た めの意 欲 の増進 及 び環 境教 育 の推進 に

関す る法律 」第11条 第1項 に規定 す る人材認 定 等事 業 に登録

され てい る(主 務 大 臣:環 境 大 臣、文 部科 学 大 臣、国 土交

通 大 臣)。

プ ロジ ェ ク トWETフ ァシ リテ ー ター 資 格 を 持 っ筆 者 と

学 外講 師 が講師 を努 めて 、2011年6.月29日(水)近 畿大 学産

業 理 工 学 部 に て プ ロ ジ ェ ク トWETエ デ ュケ ー タ ー講 習 会

を実施 し、8名 の学 生 が プ ロジ ェ ク トWETエ デ ュ ケー ター

の認 定 を受 けた。 プ ロジ ェ ク トWETエ デ ュ ケ ー タ ー資 格

を取得 した学 生 の多 くは環 境 ボ ラ ンテ ィア団 体 に所 属 して

お り、そ の 活動 に生 か され てい る。 講 習会 は講 師1名 に対

して あま り多 くの受講 者 を受容 れ る事 が で きない た め、希

望者 がい た場合 に は少人 数 での実 施 とな って い る。
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図.プ ロジェク トWETエ デュケ ータ ー講習 会の様 子

2.2.ラ ム サ ー ル 条 約 湿 地 秋 吉 台 地 下 水 系 に お け る 水

環 境 学 習

1971年 にイ ラ ンの ラムサ ール で 開催 され た 「湿地 及 び水

鳥 の保 全 のた めの 国際 会議 」 にお いて 「特 に水 鳥 の生 息地

と して 国 際的 に重 要 な湿地 に関す る条約 」 が採 択 され た。

この条 約 は開催 地 に ちな んで 「ラムサ ール 条約 」 と呼 ばれ

て お り、 日本 も この条 約 に加 盟 してい る。 ラ ムサー ル 条約

の面 白い ところ は、そ の湿 地 の保 全 ・再生 のみ で な く、賢

明な利 用 、交流 ・学 習 を謳 っ てい る と ころで あ る。 賢 明 な

利用 とは湿 地 の生 態系 を維 持 しな が ら も、 そ こか ら得 られ

る恵 み を持 続 可能 な よ うに利 用 す る こ とを意 味 してお り、

産 業や 生活 とバ ラン スの とれ た保全 を進 め よ うとい うこ と

で あ る。 そ のた め に、ラムサ ール 条約 で は、広報 、教 育 、参

加 、普 及 啓 発 活 動(CEPA:Communication,Education,

ParticipationandAwareness)を 進 め る こと も謳 って い る。 工

学 は 自然環 境 か ら資源 を得 た り、 土地 を改 変 した り、負 荷

をか けた り、様 々 な形 で 自然環 境 を利用 す る場 合 があ る の

で 、「賢 明な利 用」を実践 してい る ラムサ ール 条約湿 地 は工

学 系大 学生 に必 要 な学習 の場 で あろ う。

飯 塚 市 の補助 金 に よっ て ラムサ ール 条約 湿地 を訪 問 し、

生 物環 境 化 学科1年 生 が 自然 環 境 の 賢 明な利 用 につ い て学

ん だ。飯 塚 市 か ら 日帰 りで訪 問可能 なラ ムサー ル条 約湿 地

は、九 重 タデ原 湿原 ・坊 が ツル 湿原 と山 口県 の秋 芳 洞 が登

録 され て い るほか 、2012年 に は荒尾 干潟 も新 しくラム サー

ル条 約 湿地 に登 録 され た。 これ らの湿 地 では 、貴重 な 自然

を保 護 ・保 全 して い る一 方 で 、観 光 資 源 や 水 の利 用 な ど

様 々 な活用 も され てい る。 この よ うな環 境 資源 を利 用 ・普

及す る現場 を体 験 し、飯 塚 市 内に お け る環 境保 全 、環境 ビ

ジネ スな どにつ い て考 え る動機 付 けや ボ ラ ンテ ィア活動 に

生 かす ことを 目指 した。

<ス ケジ ュール>

10:50食 堂前 集合

11:00近 畿大 学発

12:00メ カ リパ ー キン グエ リア着

～ トイ レ休 憩 ～

12:15メ カ リパ ー キン グエ リア発

13:15秋 芳洞 正 面入 口 貸 切バ ス駐 車場 着 ・降 車

～ 昼 食&秋 芳 洞 ～

15:15秋 芳洞 正 面入 口 貸 切 バス駐 車場 に集 合 ・乗 車

15:30秋 吉 台 カル ス ト展 望 台 貸 切バ ス駐 車場 ・降車

～ 見 学:カ ル ス ト台地 ～

16:00秋 吉 台 カル ス ト展 望 台 貸 切バ ス駐 車場 ・乗 車

17:00壇 ノ浦 パ ー キン グエ リア着

～ トイ レ休 憩 ～

17:15壇 ノ浦 パ ー キン グエ リア発

18:15近 畿大 学着

参加 した学 生 に対 して は、 事前 学習(90分)を 実施 し、

予 め 、 ラムサ ール 条約 湿地 、飯 塚 市 の環境 、 ボ ランテ ィア

活 動 な どにつ い ての知 識 を教授 した。 見学 会 終 了後、飯 塚

市 内 の環境 を資源 と捉 えた場合 、 どの よ うに 賢明 な利 用 が

可能 か を、全参 加者 に課題 を与 え、 レポー トの なかで 考 え

て も らっ た。

飯 塚 市 内が希 少 動植 物 の生 息域 となっ てい る こ とや 天然

水 が湧 き出 る豊 かな場 所 で ある こ とな どを挙 げ て、里 地 、

里 山の保 全 を挙 げた学 生 が見 られ た。 ま た、 サケ の遡 上す

る河川 、石 炭産 業 にお ける水 路 と しての遠 賀川 な どを観 光

資源 に しよ うとい った アイデ ア もあ った。

特 に遠賀 川 の清 掃活 動 に注 目 した学 生 が多 か った。 清掃

活 動 に よって河 川 を きれ い に し、 地域 の子 供 た ちが河 川 で

遊 ぶ ことに、飯 塚 市 内の 自然 の ワイ ズ ・ユ ー ス を見 出 した

学 生 が多 かっ た。

3
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図.ラ ム サー ル条 約湿 地 「秋 芳洞 ・秋 吉台 」で の学習 風景

2.3.水 辺 の 野 鳥 観 察 と清 掃 活 動

2.3.1.和 白干 潟 の アオ サ 清 掃 、 干潟 の掘 り起 こ し作 業

半 閉鎖水 域 は、河 川 か ら流入 す る栄養 塩負 荷 に よっ て富

栄養 化 しや す い。和 白干潟 は博 多湾 の奥 に位 置 してお り、

春 か ら夏 、夏 か ら秋 に か け て 大 量 の ア オ サ が堆 積 す る。

2011年12月10日(土)、 環 境 ボ ランエ テ ィア活動 が活 発 な和

白干 潟 にお いて 、そ の活動 を学 ぶ ため に、ウェ ッ トラン ド・

フォー ラムの活 動 に参加 した。2010度 の活 動 では 、膝丈 ほ

どの アオサ が干 潟 に打 ち上 げ られ てお り、 そ の清掃 作 業 を

行 った が 、2011年 度 は干潟 へ のア オサ の堆積 がな かっ たた

め、干 潟 の掘 り起 こ し作業(ホ リホ リ作業)を 行 った。 干

潟 の活 動後 、多 々 良川 へ移 動 し、絶 滅危 惧 種 であ る クロ ツ

ラヘ ラサ ギの観 察 を行 っ た。野 鳥観 察 に使 用す るフ ィール

ドス コー プ の 使 用 方 法 や 被 写 体 の 写 真 撮 影 に つ い て も

ウェ ッ トラ ン ドフォー ラムの ご指 導 をい ただ き、 ク ロツ ラ

ヘ ラサ ギ の写真 を記録 した。

2.3.2.遠 賀 川 の野 鳥 観察 と水 質 分 析

2012年1月27日(金)遠 賀 川 自然観 察会 を 実施 し、遠 賀川

の野鳥 観 察 と ラコムテ ス ター を用 い た水質 分析 を行 った。

水 環境 教 育 は様 々な道 具 を使 用す るこ とで、 その 学習 範 囲

が広 が る。 ラコムテ ス ター は、pH、 水 温 、DO(溶 存酸 素)、

導 電率 な ど簡易 に計 測 で きる。 水質 に 関 してはCOD(化 学

的酸素 要求 量)の 測 定 は、学 生実 験 で修得 してい るの で、参

加者 はあ る程度 の知識 を有 して いた。

2.3.3.遠 賀 川 流 域 の サ ギヤ マ 観 察

ダイ サ ギ、 チ ュ ウサ ギ、 コサ ギ、 アオサ ギ 、ア マサ ギ 、

ゴイサ ギ な どのサ ギ の仲 間は 、水 辺 の近 くの林 に コロニー

を形成 し、外 敵か ら身 を守 っ てい る。 サ ギヤ マ と呼 ばれ る

こ ういっ た コ ロニ ー は、大 学周 辺 にお い て も、 あま り見 ら

れ な い。 山 口県で は 、開発 に よ る採 餌 地 の水 田 の減 少 、農

薬 の使 用 に よ る餌 資源 の減 少 、営 巣地 とな る竹 林や 雑 木林

の開発 な どを原 因 に挙 げて い る。1,2年 生7名 が参加 して、

鞍 手郡 の サ ギヤマ の観 察 を行 った 。サ ギ は有 害鳥獣 駆 除 の

図.和 白干潟 の清掃 活動
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図.遠 賀川の野鳥観察と水質分析

図.鞍 手郡のサギヤマとアマサギ

対象 で あ るた め、 サ ギヤマ の保 護 と魚 の捕食 な どに よる経

済 的被 害 との双 方 を考 え る機 会 とな った。

2.4.水 辺 の 特 定 外 来 生 物 の 普 及 啓 発

外 来 生物 法 に よって 、特 定外 来 生物 が指 定 され てい る。

よ く似 た言 葉 に外 来種 が あ るが、 これ は国 内他 地域 か らの

移動 も含 んで い る。 近 年 、福 岡市 内で も被 害 が報道 され て

い るセ ア カ ゴケ グモ も特 定外来 生物 に指定 され て い る。 生

態 系 に外来 生物 が侵 入 して くる と、生態 系 のみ な らず人 の

健康 や農 林水 産 業 な ど、 幅広 く悪影 響 を及 ぼす 場合 が ある。

同 じ 日本 の 中にい る生 物 で も、例 え ば沖縄 県 に生息 す るハ

ブ が、本 来 は生 息 して い ない福 岡 県 に入 って きて定 着 した

外 来種 の よ うに、 日本 国 内で あっ て も、 も とも といな か っ

た別 の地域 に持 ち込 まれ た場合 に、 も とか らそ の地 域 にい

る生物 に影 響 を与 え る場合 が あ る。 日本 の 「外 来生 物 法」

で は海 外 か ら入 って きた生 物 に焦 点 を絞 り、人 間 の移動 や

物流 が 盛 んに な り始 めた 明治 時代 以降 に導 入 され た もの を

中心 に対応 してい る。 なお 、渡 り鳥 、海 流 に のっ て 日本 に

や っ て くる魚や 植 物 の種 な どは、 自然 の力 で移 動す る もの

なの で外 来生物 には 当た らない。 九州 の広 い範 囲で、 ア ラ

イ グマ 、 カニ クイ ア ライ グマ な どの特 定外 来 生物 が 問題 に

なっ てい るが 、我 々 は植 物 を対 象 に した大 学周 辺 の調 査 を

行 っ た。夏 に綺 麗 な黄 色 い花 を開 花 させ るオ オ キ ンケ イ ギ

ク も大 学周 辺 に普 通 に見 か ける特 定外 来生 物 で あ る。 根 を

丸 ご と引抜 か ない と来 年 また 元気 に花 を咲かせ るほ ど繁殖

力 が 旺盛 で、在 来 種 の生息 場所 を奪 って い く。 在 学生 に よ

る調査 の結 果 、大 学構 内お よび鳥 羽池 に も多 く見 か け られ

た。そ こで、飯 塚 市 の後援 をいた だ き、 ポス ター を使 っ た

オオ キ ンケイ ギ クの普 及 ・啓発 を行 った。 オ オ キンケ イ ギ

クが広 ま って い る要 因の ひ とつ に、特 定外 来 生物 で あ るこ

とを知 らず に繁 殖 させ る人 が い る こ とも挙 げ られ るた め 、

普 及 ・啓発 は重 要 で あ る。 特 定外 来生 物 の駆 除 には主 に地

方 自治 体 に よ る登 録 が必要 で あ るが 、九州 地方 環境 事務 所

に問 い合 わせ た ところ、そ の場 で殺 処 分 して移 動 しない分

には 、環境省 へ の認 定 申請 は不要 との こ とで あっ た。
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図.2011年5月17日(火)飯 塚 市鳥 羽池周 辺 にて調 査の様 子

,

2.5.市 民 へ の 働 き か け

筆 者 らお よび在 学 生 は、「世 界一 行 きた い科学 広場in宗 像

2012」(8月11日 宗像 ユ リ ックス)や 「世 界 一行 き たい科 学

広 場in飯 塚2012」(9月23日 飯 塚 市 コ ミュ ニテ ィセ ンタ ー)

に出展 し、水環 境教 育 を実 施 した。 鳥羽 池 か ら採 取 した水

を顕 微鏡 で観 察 し、そ の 中に生 息 して い る生物 を児 童 ・生

徒 に教 授 した。 ス ジエ ビ、ヤ ゴの ほ か、ア ナベ ナ 、 ミ ドリ

ムシ、 ゾ ウ リムシ な どの プ ラン ク トンを観 察 して も らい、

児童 ・生徒 に水 に親 しみ を持 って も らった。

3.ま と め

気 候 変 動 に関す るIPCC第4次 評 価 報 告書 で 明 らか に され

た よ うに、 地球 の温 暖化 、砂漠 化 、海 面上昇 が進 ん でお り、

それ らへ の適応 が 一つ の課 題 とな っ てい る。一 方 、オ ゾ ン

層保 護 の た めのモ ン トリオー ル議 定 書 に よって 、CFC(ク

ロ ロフル オ ロカー ボ ン)、 ハ ロ ン、四塩 化炭 素 、1,1,1一

トリク ロロエ タ ン、臭 化 メチル は 、先進 国 で は全廃 され た

が 、発 展途 上 国で の全廃 は遅れ て い る。 さ らに規制 対象 化

合物 のな かで も土壌 消 毒 に用 い られ る臭化 メ チル は、代 替

品が ない た めに不 可欠 用途 と して使 用 され て い る。 この よ

うに種 々 の環境 に関連 した問題 に直面 しつ つ 、持続 可能 な

発展 を実現 す るた め には 、工学 教 育 を受 けた大 学生 が環 境

に関す る一 般知 識 ・経 験 を持 ちつ つ、 その 専 門性 を生 かす

環境 人材 として活躍 す る事 が望 まれ る。 は じめに ご紹介 し

た環 境 人材 育成 に関わ っ てい る大 学以外 に も正 規 の教 育 と

して環 境教 育 を取 り入 れ てい る大 学 は数 多 くあ り、学科 名

称 に環 境教 育学 を冠す るもの も ある。 工学 系大 学生 へ の環

境教 育 は 、環境 人材 育 成 とい う面 で も重要 で あ り、国 内 に

留 ま らず発展 途 上 国にお け る活躍 も期待 され る。

この取 組 で は、水 環 境 教 育 をす る た め の プ ロ ジ ェ ク ト

WETエ デ ュケー ター 育成 、 自然 環境 や環 境 問題 、 自然環 境

の持続 可能 な利 用 につ い て直接 学 習す る機 会 を与 え る こ と

を 目的 と した活 動 を行 った。環 境 教育 は導 入教 育 の意 味 も

あ るの で、 各年 度 の参加 者 の多 くは1年 生 で あ る。 トビ リ

シ宣言2)で も 「科 学や 技術 の成 果 を利用 した教 育 は、環 境 問

題 の認 識や 理解 を深 め させ るた めに大 きな役割 を果 た さね

ばな らな い」、 「環境 教 育 は、本 来 総合 的 な生涯 学 習 で、現

代 社会 の 主要 な 問題 へ の理 解 を通 じ、倫理 的価 値 に配 慮 し

た環境 保護 を行 うの に必要 な 技能 や態 度 を育 成す る」、 「幅

広 い学 際 的基盤 に根 ざ した全 体 的な アプ ロー チを採 り入 れ 、

自然環 境 と人 工環 境 が深 い相 互 関係 にあ る こ とを認 め る総

合 的視 点 をつ く りあ げ る」、 「積 極 的 に問題 を解 決 して い く

プ ロセ ス にひ と りひ と りを巻 き込 み 、 自発 性 、責任 感 、参

加 を促 す べ きで あ る」 と して お り、環境 教 育 は社会 人 に な

る前段 階 で もあ る大学 教育 におい て 、積 極 的 に取 り入 れ ら

れ るべ き 内容 であ ろ う。
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